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筋肉を効果的
に増やすため

にはたんぱく質
の摂取と運

動の両方が欠
かせません。

肉類、魚介類
、卵類、大

豆・大豆製品
、乳・乳製

品などはたんぱ
く質を多く含

みます。たんぱ
く質は筋肉

や血液、皮膚
など体の組

織を作る材料
となります。ま

たホルモンや酵
素などの材

料にもなり私た
ちの体に重

要です。
鮭と厚揚げは

良質なたんぱ

く質を多く含ん
でいます。ま

た野菜と摂取
するとビタミン

なども一緒にと
ることができ、

たんぱく質の吸
収に効果的

です。

栄養に
ついて

Salmon and atsu-age with ponzu sauce

秋鮭と厚揚げのポン酢あん

• 秋鮭 ･････････････････ 2切れ
• 小麦粉 ････････････････適量
• 塩コショウ ･････････････少々
• サラダ油 ････ 15g（小さじ3）
• 厚揚げ ･･･････････････ 120g
•しめじ ･･･････････････････80g
• 小松菜 ･････････････････80g

 〈A〉
• ポン酢 ･･･････30g（大さじ2）
• 砂糖 ･････････15g（大さじ1）
• 和風だし ････ 45cc（大さじ3）
• お ろしショウガ
  ････････････お好みで少々

•片栗粉 ････････ 3g（小さじ1）

【材料】（2人前） 【作り方】
1  小松菜は5㎝にカットし、さっと塩ゆでしておく。
2  厚揚げは1口サイズにカットし、サラダ油（小さ
じ1）をひき、フライパンで焼き色をつける。次に
しめじを入れ一緒に炒め、火が通れば1の小
松菜を入れ炒め合わせる。

3  鮭は 4 等分にカットし、塩コショウをして薄く小
麦粉をまぶし、サラダ油（小さじ2）で焼く。

4  〈A〉の調味料をフライパンに入れ、加熱しとろみ
がついたら、2と3を入れ完成。

【栄養量】（1人前）
•エネルギー ･･････ 279kcal
•たんぱく質 ･････････ 25.3g
•脂質 ･･････････････････9.9g
•炭水化物････････････ 20.7g
•塩分 ･･････････････････1.5g

旬の食材の料理のご紹介
季節のレシピ

お子様にもgood！！

ポン酢を少し煮ていただくと
酸味がまろやかになって、

大津赤十字病院
広報誌

27
2025.11

vol.

大津赤十字病院

通信

ご自由にお持ちください

心とからだを支える
大津日赤のリハビリテーション
［協力医療機関のご紹介］

あさかぜ内科クリニック・いしやま駅前こどもクリニック
大津京ファミリー整形外科・たまたにこどもクリニックぜぜ 

jrcotsuhospital_offi  cial

follow me!!



外来心臓
リハビリテーション

エルゴメーターによる
リハビリ効果
下肢の筋力向上、関節可動域の改善、
心肺機能の強化、歩行能力の向上、痙
縮の抑制などが期待できます。
また、座位で行えるため安全性が高く、
心臓疾患や高齢者、歩行が困難な方に
も適しています。 

当院の外来心臓リハビリテーションでは初回に筋力や歩行速度、バラン

スなどを評価した後、心肺運動負荷試験（CPX）を用いて全身持久性など、

より詳細な評価を実施し、個別性に配慮したオーダーメイドの運動負荷を

設定しています。心疾患に罹患した患者さんでも運動療法は長期予後を

改善することが立証されています。外来心臓リハビリテーションプログラ

ムでは、通院で運動することだけではなく、いかに自宅で末長く運動を継

続していただくかを最重要視しています。そのため、様々な方法で在宅

での運動方法を確立し、通院による心臓リハビリテーション卒業後も患者

さん自身で、週3回以上の在宅での心臓リハビリテーションを実施してい

ただくことを最大の目標とし、各スタッフが協働しています。
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特集

外来心臓
リハビリテーション
2018年より外来心臓リハビリテーションを開始し、2022年より心血管リハビリセンターを開設しました。

心臓リハビリテーション指導士を有するスタッフを中心に循環器医師、理学療法士、看護師、管理栄養士による

専門的な疾病管理、運動指導、栄養指導など包括的心臓リハビリテーションを実施しています。
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リハビリ
テーション
センター

R Iセンター 出入口

レストラン
WC

コンビニエンス
ストア
（医療物品販売・ATM）

ハイブリッド治療室

高精度放射線
治療センター

心臓
リハビリ室
水治療室
装具採型室

脳外・血内・泌尿器チーム2

心・腎・糖尿病チーム1

リハビリテーション科

専門チームの紹介

当院のリハビリテーション科
当院のリハビリテーション科は、院内ほとんどの診療科からリハ

ビリテーションの依頼があります。他科からの依頼に対してリハビ

リテーション科医師が適応の診断を行い、理学療法、作業療法、言

語聴覚療法を実施しています。急性期病院として、超急性期からの

早期離床や、疾患治療に平行した疾患特性を理解した上での専門性

の高いリハビリテーションを展開しています。

当チームは、理学療法士6名で構成されており、脳外科・血液内科・泌尿
器科の患者さんを中心に担当しています。
脳外科では脳動脈瘤術や血栓回収術、開頭血腫除去術など様々な脳血管
術後の患者さんに対して術直後からリハビリ介入を行っています。専門的な
知識を持ったスタッフがリスク管理のもと積極的に早期離床を行っており、
発症初期からの機能回復を目指すとともに、回復期や生活期を見据えて身
体機能の基礎の構築から応用動作の獲得まで幅広い訓練を実践しています。
がんのリハビリでは専門の研修を受けたスタッフが主治医や病棟看護師

と連携をとりながら、治療による体力の低下や活動性の低下を予防・改善し
精神的な支えとなるよう寄り添いながらリハビリを実施しています。
泌尿器科の排尿障害を持った患者さんへの個別指導なども実施しており、

どの疾患の患者さんにおいても、今後の生活を見据えた地域への橋渡しを
していけるよう取り組んでいます。

当チームは心疾患・腎疾患・糖尿病を有する患者さんを中心にリハビリ介
入をしています。専門資格（心臓リハビリテーション指導士・心不全療養指導士・
糖尿病療養指導士・呼吸療法認定士）を有するスタッフが在籍し、専門的な
リスク管理のもと、集中治療室や救命救急病棟の超急性期からの早期離床
を進めています。また退院後の生活動作を想定し、筋だけでなく体循環・呼
吸への負荷も考慮した個別性重視の運動療法と動作指導を提供しています。
一方で心臓・腎臓・糖尿病に対する運動療法の教育指導にも力を入れており、
当院オリジナル教材を用いて、退院後も運動を継続していただくための安全か
つ効果的な運動指導を実施しています。
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当院呼吸・外科チームは5～6名で構成され、3学会合同呼吸療法認定
士4名、日本理学療法士協会呼吸分野の認定理学療法士2名が在籍してお
り、エビデンスに基づく実践と豊富な経験を活かした専門性の高い呼吸リハビ
リテーションを提供しています。対象疾患は肺炎、COPD・間質性肺炎の急
性増悪、誤嚥性肺炎、在宅酸素療法導入など幅広く、疾患特性に応じたプ
ログラムを患者さんの一人ひとりの生活に合わせて行っています。
外科の周術期においては、術後肺合併症リスクが高いと判断された患者さ

んには術前から介入を開始し、パンフレットを用いて呼吸筋力トレーニング機
器の練習、呼吸法の指導、体力維持のための運動指導を行っています。術
後は翌日からの積極的な離床を進め、肺合併症の予防や早期の回復を目指
すことで、早期退院・社会復帰を実現し、患者さんが安心して次の生活へ
進めるよう支援しています。
これからも地域に根ざした病院として、質の高い呼吸リハビリを提供してまい

ります。

呼吸・外科チーム3

4 作業療法チーム
整形外科疾患（対象疾患の28.7%）では、手外科専門医である形成外科医

師と密に連携し、共同で作成した専門的なプロトコルに基づき、切断再接
着、腱断裂などの患者さんにも対応しています。滋賀県内外から患者さん
が集まる、質の高い治療を提供しています。
脳卒中疾患患者（対象疾患の55.6%）では、特に、入院中の患者さんを対

象に、自動車運転の再開を積極的に支援しています。滋賀県作業療法士会
の運転対策委員会と密接に連携し、当院の支援方法を構築しました。当院
の支援実績を委員会にフィードバックすることで、県全体の運転支援の質
の向上にも貢献しています。
その他、がんや心臓リハビリテーション、高次脳機能訓練にも力を入
れています。患者さんが早期に退院できるよう、問題点を迅速に特定し、
一人ひとりの生活スタイルに合わせた支援を心がけています。

5 言語聴覚療法チーム
言語聴覚療法では、主に脳血管疾患の患者さんへ向けたリハビリを行っ

ており、大きく分けて失語症に対する言語訓練、構音訓練、嚥下訓練とな
ります。
話すことや声を出すことは、セラピストが他動的に表出することはでき

ず、患者さんの自発性が必要となります。特に失語症では、発話しづらい
（呂律が回らない）だけではなく言葉自体が出てこない、伝えたいことが上
手く言えないことや、話しかけられている内容が理解できないなど患者さ
んにとってはストレスの高いことが多くみられます。急性期においては、
患者さんの障害受容や病気や症状に対する認識もすすんでいないことが多
く、本来必要な言語訓練に対する意欲も低下しやすいため、機能的な訓練
のみならず患者さんの心理状態により添えるよう努めています。
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アピールポイント アピールポイント

大津日赤との医療連携について 大津日赤との医療連携について

診療時間 月 火 水 木 金 土
9：00～12：00 ● ● ● ● ● ●
13：30～15：00 ★ ★ ★ ★ ★
15：00～18：00 ● ● ● ● ●

•休診日…日曜日、祝日
•★…予防接種・健診・発達相談

住 所
T E L
診療科目

大津市相模原町4-3
077-522-8181
小児科、アレルギー科

緊急入院やより専門的な診療・検査が必要な場合に、いつも迅
速に対応いただき、心より感謝しております。また詳細な診療情
報もとても勉強になっています。これからも地域の子どもたちのた
めに、密な連携をよろしくお願いいたします。

2024年6月に大津市膳所の旧東海道沿いで開院いたしまし
た。小児科一般が中心ですが、日本アレルギー学会専門医の資
格も有しアレルギー科も標榜しております。市立大津市民病院で
長年勤務医として小児医療に携わっていましたが、今はプライマ
リーケア医として子どもとそのご家族を支えるよう丁寧な診療を心
がけております。

［院長］  中嶋  敏宏

たまたにこどもクリニックぜぜ

診療時間 月 火 水 木 金 土
9：00～12：00 ● ● ● ●

（三輪） ● ●
16：00～19：00 ● ● ● ●

•休診日…木曜午後、土曜午後、日曜日、祝日
•木曜日は三輪医師の担当となります。
•小児専門外来（0～13歳未満）月曜13～15時

住 所
T E L
診療科目

大津市松山町1-24 
077-574-7718
整形外科、リウマチ科、リハビリテーション科 

［院長］  共田  義秀  

大津京ファミリー整形外科 

大津赤十字病院とは、特に整形外科・形成外科関連で密に連
携させていただいており、外傷をはじめ、いつも迅速・的確にご
対応いただき大変お世話になっております。

令和6年4月に開院した整形外科クリニックで、赤ちゃんからご
高齢の方まで幅広い年齢層、疾患について対応できることを理念
としており、特に院長が長年関わってきた小児の運動器疾患を得
意分野としております。
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協力医療機関のご紹介

アピールポイント アピールポイント

大津日赤との医療連携について 大津日赤との医療連携について

診療時間 月 火 水 木 金 土 日 祝日
9：00～12：00 ● ● ● ● ● ●
14：00～17：00 ● ● ● ● ● ●
•祝日、年末年始は全て開院
•水曜日・木曜日が祝日・年末年始に該当する場合も開院

診療時間 月 火 水 木 金 土
9：00～12：00 ● ● ● ● ●
14：00～16：00 ● ● ● ●
16：30～19：00 ● ● ● ●

•休診日…木曜、土曜午後、日曜日、祝日

住 所
T E L
診療科目

大津市粟津町3番2号302
077-572-5666
小児科

［院長］  立花  佳代

いしやま駅前こどもクリニック

2004年から皇子山こどもクリニックに在籍し、その当初から
２０年余にわたる間、入院が必要なお子さんや詳しい検査・専門
的な治療が必要なお子さんを大津赤十字病院の先生方に紹介させ
ていただいております。いつでもこころよくまた責任をもって診療
していただきありがとうございます。

2024年６月に石山駅ビル内に開院させていただきました小児
科クリニックです。感染症、アレルギーを含めたお子さんの疾
患全般についてみせていただくのはもちろん、身長や体重にか
かわること、身体的な症状が長びくお子さんに対する治療もおこ
なっております。安心して帰っていただけるクリニックを目指して
おります。

住 所
T E L
診療科目

大津市今堅田2丁目26-5
077-574-7705
内科

当院からは緊急入院や重症例、専門的診療が必要な患者様を
紹介し受け入れていただいております。また、病状が安定された
患者様の受け入れを当院は対応しております。
今後とも、このような連携を大切にし、患者様に最適な医療を
提供できるよう努めていきたいと思います。

［院長］  大塚  正樹

あさかぜ内科クリニック

２０２４年５月に堅田で開業しました。休日診療と感染症診療を
重視した内科診療を行っております。
土日・祝日や年末年始を含めたすべての休日に診療。発熱外
来は一般診療と分け、受付・検査・診察・会計まで完結できる
体制で感染対策を行い、安心してご来院いただけるようになって
おります。
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